
 

 

 

 

    ○令和８年熊本地震の発生日（令和８年７月２８日）に空き室だったもの 

  ○原則、新耐震基準で建設（昭和 56 年 6 月以降建設）されたもの又は耐震診断、耐震改

修等により耐震性が確認されたもの 

    ※その他、管理会社等により賃貸可能と確認されたもの 

  ○令和８年熊本地震で被害を受けた八代市・宇城市・氷川町内の物件であること。 

    ※補修が困難な程度の被害（全壊相当等）の場合は対象外とする。 

 

 

耐震・安全性の確認 

入居者決定 

補修工事 

補修工事完了報告書 等 

入居申込み 
（入居者提出） 

※補修する業者はご自身で探してください。 

※支援の対象となる補修工事は、地震により

損壊した箇所の補修工事です。詳しくは八

代市、宇城市又は氷川町ホームページ等で

確認してください。 

※工事前、工事中、工事後の写真を忘れずに

撮ってください。 

※入居者が持参する申込書

等に必要事項を記入・押

印してください。 

※入居者が各市町村窓口で

申込みを行います。 

※県が審査の上、貸主（仲介

業者）に通知します。 

※ 工事が完了したら、熊本県賃貸型応急住宅賃貸借契約書提出時に併せて、必要書類（※

八代市、宇城市又は氷川町ホームページに掲載）を準備の上、持参（困難な場合は郵便

（特定記録郵便等））により、下記の提出先まで提出願います。 

 

上 補修工事完了報告書の提出期限については、補修工事完了報告書の提出状況や工事の進捗状

況等に応じて設定し、後日、公表します。 

 

【提出先】 熊本県庁行政棟本館 3 階（熊本市中央区水前寺 6-18-1） 

（担当課：熊本県健康福祉部健康福祉政策課すまい対策室） 

「賃貸型応急住宅に係る補修費（入居時修繕負担金）支援」の流れ

（貸主又は管理会社の方へ） 

賃貸型応急住宅賃貸借 

契約書（入居者提出） 

※貸主、県、被災者の 3 者契約と

なります。 

※2 年間の定期借家契約です。 

（途中退去も可） 

※応急修理との併用者について 

は、原則 6 カ月以内（修理期間

中）の入居となります。 

※県指定の契約書様式により締結

します。 

※不動産会社等へ依頼される等により入居

者を募集してください。 

※賃貸型応急住宅の入居者の要件は県ホー

ムページ等で確認してください。 

※賃貸借契約の内容をご確認ください。 

 

入居者決定 

※不動産会社等へ依頼される等により入居

者を募集してください。 

※賃貸型応急住宅の入居者の要件は県ホー

ムページ等で確認してください。 

※賃貸借契約の内容をご確認ください。 


